
令和５年度蒲郡市地域公共交通会議 事業計画書（案） 

 

 

 蒲郡市地域公共交通計画に基づき、計画の将来像、基本方針を実現する下記取り組みに

ついて、順次進めていくものとする。 

 

１ 交通空白地における支線バスの運行及びモニタリングの実施 

 市内で運行する５路線（形原地区・東部地区・西部地区・三谷地区・大塚地区）の支

線バスについて、運行実績をモニタリングし、運行の改善および利用促進事業の推進に

ついて協議を行う。新たな支線バスの導入については、地域協議組織における協議に基

づき、地域に即した検討を進める。 

 

２ 支援路線バスのモニタリング、見直し検討 

 乗車実績等についてモニタリングを行う。また、必要に応じて既存バス路線の見直し

について検討を行う。 

 

３ 高齢者タクシー運賃助成事業（高齢者割引タクシーチケット）のモニタリング 

 市内在住の７０歳以上を対象に配布を行っている高齢者割引タクシーチケットについ

て、利用金額や地域、目的地など入手できるデータの分析からモニタリングを行う。 

 

４ 公共交通の利用を促す働きかけ活動   

 蒲郡市公共交通マップや広報誌による周知、蒲郡市観光交流センター（ナビテラス）

などにおける情報発信、交通事業者と協力した公共交通の乗り方教室等を実施する。と

りわけ、支線バス及び路線バスについて、利用者拡大の観点から細やかな周知に努める

ものとする。名鉄西尾・蒲郡線においては、市民まるごと赤い電車応援団及び名鉄西尾・

蒲郡線活性化協議会による利用促進、誘客推進事業に加え、名鉄・西尾市との連携合意

書に基づき西尾・蒲郡線及び沿線の魅力の PR を実施していく。 

 

５ 蒲郡市地域公共交通計画で定めた事業推進 

 計画を達成するために行う事業について、次頁参照。 

 

６ 補助金申請計画の協議・計画推進評価の実施 

 補助金申請計画の策定と自己評価の実施を行う。 

 

７ 地域公共交通会議の開催 

 蒲郡市地域公共交通会議を開催し、蒲郡市地域公共交通計画に基づく事業や名鉄西

尾・蒲郡線活性化協議会による活性化実施計画に基づく事業について、進捗管理報告等

を行う。 

 

 

 

資料５－１ 



計画を達成するために行う事業（2021 年 6月作成蒲郡市地域公共交通計画から抜粋） 

計画を達成するために行う事業 
2021 

年度 

2022 

年度 

2023 

年度 

2024 

年度 

2025 

年度 

【ネットワーク網の構築】 

名鉄西尾・蒲郡線の維持・利用促進事業 実施 → → → → 

蒲郡市による民間路線バスの運行支援 実施 → → → → 

支線バスの運行継続（形原、東部、西部

、三谷、大塚） 
実施 → → → → 

支線バスの事業改善の検討（支線バスの

拡大、利用促進、１日乗車券の導入） 
検討 導入 → → → 

高齢者タクシー運賃助成事業 実施 → → → → 

福祉移動支援事業（福祉タクシー料金助

成、福祉有償運送事業） 
継続実施 → → → → 

【住民・来訪者にとっての利用しやすいサービス提供の推進】 

利用してもらうための情報発信対応 実施 → → → → 

観光ビジョンに基づく観光客のための二

次交通の拡充 
検討 → 企画 → → 

レンタサイクル事業 実施 → → → → 

利用環境改善事業 継続実施 → → → → 

【関係者間の連携強化】 

地域公共交通会議等の開催・協議 実施 → → → → 

【適切な事業管理運営】 

地域公共交通会議等による事業評価の実

施 
実施 → → → → 

【さらなる利用拡大（利用促進活動/創意工夫）】 

移動手段の総動員化検討 検討 → 連携 → → 

利用促進活動の実施 実施 → → → → 

地域公共交通会議等を活用した新たな交

通事業の展開検討（MaaS/CASE 等） 
検討 → 企画 → → 

 


